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今回の「広報ひこね」は、１日号と15日号の合併号です。
　8月15日号は発行しませんので、あらかじめご承知ください。
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３ 広報ひこね　平成20年８月１日

平成19年度の経営改革

内
容
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

※
投
資
事
業
の
取
り
組
み
額
は
、
原
則
と

し
て
経
営
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
前

（
平
成
17
年
度
当
初
）
の
事
業
計
画
と
平
成

19
年
度
実
績
額
と
の
比
較
で
す
。

扶
助
費
の
見
直
し　

　
　
　
　
　
　
　
　

63
万
３
千
円
減

▼
生
活
扶
助
支
給
事
業
に
つ
い
て
、
自
立

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
し
て
、
就
労

支
援
を
中
心
に
自
立
の
促
進
を
図
り
、

扶
助
費
の
抑
制
に
努
め
ま
し
た
。

▼
障
害
者
働
き
・
暮
ら
し
応
援
セ
ン
タ
ー

事
業
の
実
施
に
よ
り
、
就
労
サ
ポ
ー

タ
ー
や
職
場
開
拓
員
な
ど
を
設
置
し
、

障
害
の
あ
る
人
の
企
業
な
ど
へ
の
就

労
を
促
進
し
、
障
害
者
の
生
活
基
盤
の

充
実
を
図
っ
た
こ
と
で
、
施
設
利
用
に

係
る
扶
助
費
の
抑
制
に
努
め
ま
し
た
。

公
債
費
の
見
直
し

　
　
　

５
億
９
、
９
３
３
万
円
減

▼
高
利
債
か
ら
低
利
債
へ
の
借
換
え
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
政
府
系
資
金
で
の
補
償
金
免
除
の

繰
上
償
還
が
、
平
成
19
年
度
か
ら
３
年

間
に
限
り
、
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

繰
上
償
還
を
行
い
ま
し
た
。

分
か
り
や
す
い
財
務
諸
表
の
作
成
と

　

公
表　
　
　
　
　
　

  

３
５
０
万
円
減

▼
実
質
公
債
費
比
率
、
経
常
収
支
比
率
、

市
債
残
高
を
掲
げ
た
財
政
状
況
等
一

覧
表
や
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
な
ど
を
公

表
し
ま
し
た
。

企
業
会
計
、
特
別
会
計
の
健
全
化

　
　
　
　
　

７
、
１
２
８
万
８
千
円
減

▼
繰
出
金
の
増
加
の
原
因
と
な
る
福
祉

医
療
な
ど
の
給
付
費
抑
制
に
つ
い
て

検
討
し
ま
し
た
。

▼
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て
、
設
備

メ
ン
テ
ナ
ス
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
、

維
持
管
理
費
の
縮
減
を
図
り
ま
し
た
。

行
政
の
守
備
範
囲
の
見
直
し

事
務
事
業
の
再
編
整
理

　
　
　
　
　

９
０
８
万
６
千
円
減

▼
彦
根
市
と
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
統
合
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管

理
部
署
の
一
元
化
を
図
り
ま
し
た
。

補
助
金
等
の
見
直
し

２
、
６
６
２
万
９
千
円
減

▼
自
治
会
な
ど
を
対
象
と
す
る
補
助
制

度
に
つ
い
て
、
申
請
手
続
き
の
簡
素
化

や
事
務
処
理
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
推
進
事
業
、
自
治

会
等
活
動
保
険
加
入
事
業
、
地
域
安
全

活
動
推
進
事
業
へ
の
補
助
金
を
、
ま
ち

づ
く
り
推
進
事
業
総
合
補
助
金
と
し

て
一
本
化
し
、
補
助
率
な
ど
を
見
直
し

ま
し
た
。　

▼
彦
根
市
職
員
互
助
会
へ
の
負
担
金
に

つ
い
て
、
互
助
会
事
業
の
見
直
し
に
よ

り
負
担
金
の
抑
制
を
図
り
ま
し
た
。

▼
金
融
対
策
利
子
補
給
金
に
つ
い
て
、
平

成
16
年
４
月
１
日
以
降
の
貸
付
実
行

分
の
利
子
補
給
は
廃
止
し
て
お
り
、
平

成
19
年
度
末
で
終
了
し
ま
し
た
。

▼
平
成
18
年
10
月
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
路
線
の
統
廃
合
【
14
路
線

←

10
路

線
】
に
よ
り
、
バ
ス
路
線
の
補
助
金
を

削
減
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
20
年
度

に
は
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
試
験
的
に
運

行
し
、
路
線
バ
ス
以
外
の
手
法
や
バ
ス

路
線
の
改
善
策
を
検
討
す
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

各
種
団
体
等
の
自
主
活
動
の
促
進

▼

商
工
課
が
事
務
局
を
担
当
し
て
い

る
彦
根
市
物
産
協
会
と
、
㈳
彦
根
観
光

協
会
に
つ
い
て
、
窓
口
を
一
本
化
す
る

こ
と
で
観
光
・
物
産
両
面
で
の
事
業
展

開
が
一
層
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
平

成
20
年
４
月
１
日
付
け
で
統
合
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
統
合
後

の
団
体
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
財
政

支
援
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

民
間
活
力
の
導
入

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
な
ど

　

民
間
活
力
の
導
入
推
進

　
　
　
　
　

２
、
５
２
５
万
円
減

▼
直
営
で
行
っ
て
い
た
運
転
業
務
（
副
市

長
お
よ
び
教
育
長
車
）
を
民
間
委
託
し
、事

務
の
効
率
化
と
経
費
の
軽
減
を
図
り

ま
し
た
。
ま
た
、
廃
止
し
た
車
両
を
売

却
し
ま
し
た
。

▼
ご
み
収
集
運
搬
業
務
の
一
部
に
つ
い

て
、
清
掃
作
業
員
14
名
の
派
遣
を
受
け

収
集
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
収
集
業

務
の
一
部
を
、
㈶
彦
根
市
事
業
公
社
に

委
託
し
ま
し
た
。

▼
衛
生
処
理
場
の
効
率
的
な
維
持
管
理

を
図
る
た
め
、
汚
泥
脱
水
業
務
と
汚
泥

乾
燥
業
務
を
民
間
委
託
し
、
職
員
２
人

を
削
減
し
ま
し
た
。

▼
指
導
員
の
安
定
的
な
人
材
確
保
と
労

務
管
理
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
た
め
、
平

成
19
年
度
か
ら
城
北
小
学
校
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
業
務
を
民
間

委
託
し
ま
し
た
。

▼
養
護
老
人
ホ
ー
ム
金
亀
荘
に
つ
い
て
、

指
定
管
理
者
が
運
営
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
19
年
度
末
を
も
っ
て
廃
止
し
、

民
営
化
し
ま
し
た
。

▼
経
営
指
導
と
一
体
と
な
っ
た
融
資
業

務
の
運
営
を
図
る
た
め
、
彦
根
商
工
会

議
所
と
稲
枝
商
工
会
に
、
小
口
簡
易
資

金
事
務
の
一
部
を
委
託
し
ま
し
た
。

▼
平
成
19
年
５
月
に
運
営
を
開
始
し
た

稲
枝
駅
前
駐
車
場
に
つ
い
て
、
指
定
管

理
者
に
よ
る
管
理
を
行
い
ま
し
た
。

▼
旭
森
小
学
校
と
金
城
小
学
校
の
給
食

調
理
業
務
を
民
間
委
託
し
ま
し
た
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
の
導
入
検
討

３
９
３
万
３
千
円
増

▼
給
食
未
実
施
市
内
６
中
学
校
に
お
け

る
完
全
給
食
の
実
施
に
向
け
て
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
方
式
を
含
む
各
種
手
法
を
比
較
検

討
し
、
事
業
実
施
の
可
能
性
に
つ
い
て

調
査
し
ま
し
た
。

歳
入
の
確
保
対
策

受
益
者
負
担
の
適
正
化

　

４
億
６
、
１
９
９
万
２
千
円
歳
入
増

　

彦
根
市
で
は
、
直
面
し
て
い
る
財

政
危
機
を
克
服
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
質
的
向
上
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
行
政
改
革

大
綱
（
取
組
期
間
は
平
成
17
年
度
か

ら
平
成
21
年
度
）
と
そ
の
実
施
計
画

で
あ
る
「
彦
根
市
経
営
改
革
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
策
定
し
、
そ
の
着
実
な
推

進
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
、
平
成
19
年
度
に
お
け
る
主

な
改
革
の
取
組
を
ま
と
め
ま
し
た

の
で
、
公
表
し
ま
す
。
な
お
、
取
組

の
詳
し
い
内
容
は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
取
組
額
は
、

平
成
18
年
度
予
算
額
と
平
成
19
年
度
決

算
額
と
の
比
較
で
す
。
ま
た
、
掲
載
し

て
い
る
主
な
取
組
以
外
の
取
組
も
含
み

ま
す
。）

問
い
合
わ
せ
先　

経
営
改
革
推

進
室

30-

６
１
０
５
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

  

１  

健
全
な
財
政
基
盤
の
確
立

財
政
運
営
の
健
全
化

一
般
行
政
経
費
の
節
減

　
　
　
　
　

５
、
８
６
１
万
３
千
円
減

▼
広
報
紙
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
配

布
文
書
に
つ
い
て
、
自
治
会
な
ど
に
支

払
う
文
書
配
布
手
数
料
を
見
直
し
ま

し
た
。
ま
た
、
民
間
事
業
者
も
含
め
た

全
戸
配
布
シ
ス
テ
ム
（
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
）
の
導
入
に
つ
い
て
も
検
討
し
、

平
成
20
年
度
か
ら
導
入
し
て
い
ま
す
。

▼
リ
ー
ス
契
約
を
し
て
い
る
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
機
器
の
更
新
に
つ
い
て
、
原

則
１
年
間
の
再
リ
ー
ス
を
行
う
な
ど
、

経
費
の
節
減
に
努
め
ま
し
た
。

▼
指
名
競
争
入
札
に
つ
い
て
、
透
明
性
と

公
平
性
を
確
保
し
、
競
争
性
を
高
め
る

た
め
、
指
名
業
者
数
を
見
直
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
、
価
格
と
価
格
以
外
の
要

素
を
総
合
的
に
評
価
す
る
総
合
評
価

方
式
に
よ
る
指
名
競
争
入
札
を
試
行

し
ま
し
た
。
ま
た
、
条
件
付
一
般
競
争

入
札
へ
の
移
行
に
つ
い
て
検
討
し
ま

し
た
。

▼
し
尿
処
理
施
設
に
お
い
て
、
生
ご
み
の

処
理
が
で
き
な
い
か
、
複
数
の
課
で
構

成
す
る
チ
ー
ム
を
組
み
、
検
討
を
始
め

ま
し
た
。

投
資
事
業
の
見
直
し

　
　
　
　

16
億
61
万
８
千
円
減

▼
投
資
事
業
全
般
に
つ
い
て
、
緊
急
性
な

ど
を
検
討
し
、
事
業
の
中
止
や
延
伸
、

▼
ご
み
減
量
化
の
推
進
お
よ
び
、
ご
み
有

料
化
に
つ
い
て
、
彦
根
市
廃
棄
物
減
量

等
推
進
審
議
会
に
諮
問
を
行
い
、
検
討

を
開
始
し
ま
し
た
。

▼
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
入
会
負
担
金

に
つ
い
て
、
夏
休
み
の
利
用
者
負
担
額

を
見
直
し
、
入
会
負
担
金
を
５
千
円
か

ら
７
千
円
に
増
額
し
ま
し
た
。
な
お
、

夏
休
み
を
除
い
た
期
間
の
負
担
金
は

据
え
置
き
ま
し
た
。

▼
国
宝
・
彦
根
城
築
城
４
０
０
年
祭
を
開

催
し
、
観
光
客
の
増
加
に
努
め
る
と
と

も
に
、
収
入
の
増
加
に
努
め
ま
し
た
。

収
納
体
制
の
強
化
と
自
主
財
源
の
確
保

２
億
１
万
７
千
円
歳
入
増

▼
市
税
に
つ
い
て
、
差
押
物
件
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
売
で
き
る
よ
う
に
、

整
備
を
行
い
ま
し
た
。

▼
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
、
平
成
20
年

度
以
降
の
税
率
を
０
・
２
％
か
ら
０
・

３
％
に
す
る
改
定
を
し
ま
し
た
。

▼
市
税
を
は
じ
め
、
各
種
手
数
料
や
使
用

料
、
負
担
金
の
未
収
金
に
つ
い
て
、
そ

の
縮
減
や
、
新
た
な
発
生
を
抑
制
す
る

た
め
、
法
的
措
置
な
ど
を
検
討
し
ま
し

た
。

▼
一
般
競
争
入
札
に
よ
る
公
有
地
の
売

払
い
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
法
定
外

公
共
物
に
つ
い
て
も
適
正
な
価
格
で

の
売
払
い
を
積
極
的
に
実
施
し
ま
し

た
。【
合
計
66
筆
１
万
６
、
２
８
５
㎡
】
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支
出　

８
、
５
３
４
万
円
減

・
公
債
費
負
担
を
抑
え
る
た
め
、
新
規
発

行
を
取
り
止
め
、
繰
上
償
還
を
行
い
ま

し
た
。【
後
年
度
利
子
軽
減
額
６
、
０

３
２
万
８
千
円
】

▼
水
道
部
に
つ
い
て
、
２
課
の
４
係
を
６

係
体
制
と
し
、
管
理
方
法
を
改
め
る
よ

う
に
例
規
改
正
を
行
い
ま
し
た
。（
実

施
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
）

▼
経
営
計
画
に
基
づ
き
、
定
員
適
正
化
を

図
り
、
職
員
数
を
３
人
減
（
37
人
↓
34

人
）
と
し
ま
し
た
。

▼
未
収
金
の
早
期
回
収
対
策
と
し
て
、
開

栓
時
の
料
金
精
算
の
主
た
る
方
法
を

後
日
納
付
か
ら
、
当
日
現
地
精
算
に
変

更
し
ま
し
た
。
ま
た
、
徴
収
体
制
の
強

化
と
し
て
、
給
水
停
止
の
ほ
か
法
的
措

置
と
し
て
支
払
督
促
申
立
な
ど
を
実

施
し
ま
し
た
。

▼
今
年
の
10
月
以
降
の
上
下
水
道
料
金

の
徴
収
業
務
に
つ
い
て
、
民
間
手
法

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
委
託
化
に

向
け
、
公
募
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ

る
業
者
選
定
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

漏
水
事
故
に
備
え
、
夜
間
な
ど
の
待
機

業
務
や
漏
水
調
査
業
務
を
委
託
し
ま

し
た
。（
委
託
比
率
：
計
画
49
・
４
％
に
対
し

て
実
績 

56
・
３
％
を
達
成
し
ま
し
た
。）

▼
効
率
的
な
事
業
執
行
と
経
営
の
透
明

性
を
高
め
る
た
め
、
外
部
の
有
識
者
で

構
成
す
る
「
彦
根
市
水
道
事
業
評
価
委

員
会
」
に
お
い
て
事
業
評
価
を
行
い
ま

し
た
。

  

２  

時
代
を
切
り
拓
く

       

行
政
経
営
の
推
進

成
果
重
視
の
行
政
経
営

事
務
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
の

　

見
直
し
、
施
策
評
価
制
度
の
導
入

12
万
５
千
円
増

▼
彦
根
市
が
実
施
す
る
施
策
お
よ
び
事

務
事
業
に
つ
い
て
、
客
観
的
な
評
価
を

行
う
た
め
、
公
募
委
員
や
学
識
経
験
者

か
ら
な
る
「
彦
根
市
行
政
評
価
委
員

会
」
に
お
い
て
外
部
評
価
を
実
施
し
ま

し
た
。（
評
価
施
策　

総
施
策
数
58
項
目
の
う

ち
27
項
目
、
委
員
会
開
催
回
数　

1 1
回
）

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
改
善

　
　
　
　
　
　
　

８
４
２
万
円
減

▼
枠
配
分
予
算
編
成
方
式
を
継
続
し
、
各

部
局
で
の
一
層
の
創
意
工
夫
に
よ
る

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算
編
成
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
経
常
経
費
の
調
整
を

前
倒
し
し
て
行
い
、
政
策
的
な
経
費
の

協
議
に
費
や
す
時
間
を
確
保
し
、
選
択

と
集
中
の
予
算
編
成
に
努
め
ま
し
た
。

▼
農
村
下
水
道
処
理
設
備
・
機
器
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
、
管
路
清
掃
・
処

理
場
の
機
器
部
品
の
交
換
な
ど
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
周
期
を
延
ば
し
、
事
業
費

の
削
減
を
行
う
と
と
も
に
、
日
常
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
業
務
を
充
実
さ
せ
、
機
能
維

持
に
努
め
ま
し
た
。

能
力
、
成
果
重
視
の
人
事
管
理
、　
　

　

人
材
育
成　

▼
新
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
・
目
標
管
理
制

度
を
導
入
し
、
管
理
職
以
上
を
対
象
と

し
て
、
人
事
考
課
制
度
を
昇
給
制
度
、

勤
勉
手
当
な
ど
に
反
映
さ
せ
る
た
め

の
運
用
を
試
行
し
ま
し
た
。

▼
市
議
会
議
員
研
修
に
つ
い
て
、
例
年
、

議
員
の
み
を
対
象
に
開
催
し
て
い
ま

し
た
が
、
対
象
を
地
域
振
興
局
職
員
、

市
職
員
に
広
げ
、
実
施
し
ま
し
た
。

効
率
的
、
効
果
的
な

行
政
体
制
の
整
備　

①
組
織
機
構
の
見
直
し

▼
有
効
か
つ
効
果
的
な
議
会
改
革
の
推

進
を
目
的
に
、
具
体
的
な
改
革
項
目
に

つ
い
て
の
調
査
研
究
を
行
う
「
議
会
改

革
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
、
海
外
視
察
の
凍
結
、
政

務
調
査
費
の
使
途

適
正
な
定
員
管
理
の
推
進

　
　
　
　
　

３
、
２
７
７
万
円
減

▼
定
員
適
正
化
計
画
に
よ
り
、
５
年
間
で

全
職
員
数
（
１
、
４
５
５
人
）
の
４
・

６
％
（
67
人
）
以
上
の
職
員
削
減
を
行

う
こ
と
と
し
、
平
成
19
年
度
は
、
10
人

を
削
減
し
ま
し
た
。

人
事
給
与
制
度
の
見
直
し

　

削
減
額
は
、「

適
正
な
定
員
管
理
の

推
進
」
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

▼
管
理
職
手
当
お
よ
び
特
別
職
給
料
に

つ
い
て
、
平
成
18
年
度
に
引
き
続
き
独

自
カ
ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
。（
管
理
職

手
当
に
つ
い
て
、
部
長
・
次
長
級
10
％
、

課
長
級
８
％
を
カ
ッ
ト
、
給
与
に
つ
い

て
は
、
市
長
10
％
、
副
市
長
・
教
育
長

５
％
を
カ
ッ
ト
）

公
共
施
設
の
統
廃
合

▼
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
を
次
世
代
育
成
の

拠
点
施
設
と
し
て
活
用
し
、
乳
幼
児
に

対
応
す
る
た
め
、
床
の
張
替
え
、
部
屋

の
配
置
換
え
や
、
図
書
室
・
多
目
的
室
・

授
乳
室
・
相
談
室
な
ど
、
施
設
の
全
面

的
な
改
修
を
し
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
の
迅
速
化
と
向
上

窓
口
業
務
の
迅
速
化
な
ど
サ
ー
ビ
ス

の
向
上　
　
　
　
　

２
万
９
千
円
増

▼
Ｃ
Ｓ
向
上
運
動
の
一
環
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
た
管
理
職
に
よ
る
総
合
案

内
業
務
（
フ
ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
を
、専

門
の
業
者
に
委
託
し
、
よ
り
一
層
の
Ｃ

Ｓ
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

▼
訪
問
看
護
に
つ
い
て
、
地
域
医
療
を
推

進
す
る
た
め
、
医
療
依
存
度
の
高
い
在

宅
療
養
者
や
自
宅
な
ど
で
の
看
護
の

増
加
に
伴
い
、
平
成
19
年
10
月
か
ら
24

時
間
連
絡
体
制
を
導
入
し
ま
し
た
。

▼
食
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
彦
根
市

学
校
給
食
協
会
に
お
い
て
共
同
購
入

を
実
施
し
て
い
る
食
材
の
範
囲
を
拡

大
す
る
た
め
に
、
専
任
の
職
員
（
栄
養

士
）
を
配
置
し
ま
し
た
。

▼
南
部
地
域
に
お
い
て
、
図
書
館
の
本
を

利
用
し
や
く
す
る
た
め
、
平
成
19
年
６

月
か
ら
稲
枝
地
区
公
民
館
内
に
貸
出

図
書
の
返
本
場
所
を
設
け
ま
し
た
。

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

企
業
誘
致
の
推
進
等
、
ま
ち
の
活
性
化

　
　
　
　
　
　

１
、
０
０
５
万
２
千
円
増

▼
国
宝
・
彦
根
城
築
城
４
０
０
年
祭
の
開

会
に
併
せ
、
銀
座
商
店
街
な
ど
の
市
街

地
へ
の
回
遊
性
を
図
る
た
め
、
商
店
街

な
ど
で
開
催
さ
れ
る
行
事
を
中
心
に
、

追
加
イ
ベ
ン
ト
の
提
供
や
、
広
域
観
光

で
の
特
別
事
業
を
実
施
す
る
な
ど
、
彦

根
市
へ
の
誘
客
促
進
に
努
め
ま
し
た
。

（
国
宝
・
彦
根
城
築
城
４
０
０
年
祭
開
催
に
伴

う
経
済
波
及
効
果
は
、
総
額
３
３
８
億
２
、
８

０
０
万
円
と
試
算
さ
れ
ま
し
た
。）

▼
企
業
誘
致
を
図
る
た
め
、
彦
根
市
内
の

適
地
紹
介
な
ど
の
情
報
を
発
信
す
る

資
料
と
し
て
、
企
業
誘
致
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
加
え
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
・
配
布
し
、
企
業
誘
致
に
努
め
ま
し

た
。

  

３  

市
民
の
参
画
と

    　

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

 

透
明
性
の
高
い　

行
政
運
営
の
推
進

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の
導
入

▼
市
民
の
市
政
へ
の
参
画
を
促
進
し
、
公

正
で
開
か
れ
た
市
政
の
推
進
を
図
る

た
め
、「
彦
根
市
意
見
公
募
手
続
要
綱
」

を
制
定
し
ま
し
た
。（
平
成
19
年
度
実
施
件

数　

４
件
）

市
民
と
の
協
働
に
よ
る

市
政
の
推
進　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
制
定
な
ど

４
万
７
千
円
増

▼
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
理
念
・
方
向

性
・
市
民
や
行
政
の
役
割
・
市
民
参
画

の
ル
ー
ル
な
ど
を
明
文
化
す
る
「
ま
ち

づ
く
り
基
本
条
例
」
に
つ
い
て
、
職
員

に
よ
る
研
究
会
を
発
足
し
、
検
討
し
ま

し
た
。（
16
回
開
催
）

市
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
自
主
活
動
の

　

促
進
支
援　
　
　

  　
　
　

２
千
円
増

▼
彦
根
駅
前
広
場
の
植
栽
に
つ
い
て
、
国

宝
・
彦
根
城
築
城
４
０
０
年
祭
を
機
に

発
足
し
た
「
ひ
こ
ね
を
盛
り
上
げ
隊
」

の
協
力
に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。

▼
良
好
な
景
観
の
形
成
に
向
け
て
、
市

民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
主
催
に
よ
る
景
観

フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
を
後
援
し
ま
し
た
。

病
院
事
業
、水
道
事
業
の
各
企
業

会
計
に
お
い
て
も
、

経
営
計
画
に
基
づ
い
た

取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

病
院
事
業

収
入　

６
、
１
６
４
万
８
千
円
増

支
出　

９
、
４
６
９
万
６
千
円
増

▼
平
成
18
年
度
に
亜
急
性
期
（
急
性
期
と
慢

性
期
の
中
間
領
域
）
入
院
医
療
管
理
料
を

取
得
し
、増
収
対
策
に
努
め
ま
し
た
。ま

た
、
患
者
の
栄
養
指
導
や
服
薬
指
導
を

強
化
し
て
、
薬
剤
管
理
や
栄
養
管
理
の

実
施
加
算
の
増
収
に
も
努
め
ま
し
た
。

▼
平
成
18
年
度
と
比
較
し
て
看
護
師
全

体
で
、
約
６
、
８
０
０
時
間
の
超
過
勤

務
を
削
減
し
ま
し
た
。

▼
医
師
、
看
護
師
、
技
師
に
専
門
研
修
を

受
講
さ
せ
、
資
質
の
向
上
を
図
り
ま
し

た
。特
に
看
護
師
に
つ
い
て
、２
人
が
認

定
看
護
師
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

▼
湖
東
地
域
の
急
性
期
中
核
病
院
と
し

て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
、
既
設
機

器
の
整
備
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
高

度
医
療
機
器
の
整
備
、
充
実
に
努
め
ま

し
た
。

※
急
性
期
中
核
病
院
：
急
性
増
悪
を
含

む
発
症
間
も
な
い
患
者
に
対
し
て
一

定
期
間
の
集
中
的
な
医
療
を
提
供
す

る
病
床
を
持
つ
病
院
。

水
道
事
業

収
入　

６
４
７
万
２
千
円
増
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嘉
永
６
年（
１
８
５
３
）
６
月
９
日
、
ペ

リ
ー
が
浦
賀（
神
奈
川
県
）
に
上
陸
し
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
大
統
領
フ
ィ
ル
モ
ア
の
国
書
を

た
ず
さ
え
、
日
本
に
開
国
を
求
め
る
た
め

で
す
。
こ
の
と
き
、
海
岸
に
近
づ
い
た
ペ

リ
ー
の
目
に
は
、
浜
を
埋
め
尽
く
す
赤
い

装
束
の
兵
士
た
ち
の
姿
が
映
っ
た
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

　

彼
ら
は
、「
井
伊
の
赤
備
え
」
で
知
ら
れ

る
彦
根
藩
士
で
す
。
浦
賀
近
く
の
浜
に
作

ら
れ
た
応
接
所
周
辺
の
海
岸
に
、
約
２
千

人
の
彦
根
藩
士
が
整
然
と
並
び
ま
し
た
。

砂
浜
に
人
の
壁
を
築
い
た
か
の
ご
と
く
、

上
陸
地
を
警
固
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
と
き
の
様
子
が
、「
ペ
リ
ー
浦
賀
来

航
図
」
に
描
か
れ
て
い
ま
す
（
写
真
）。
横

縞
の
幔
幕
を
張
っ
た
応
接
所
の
脇
を
先
頭

に
、
彦
根
藩
兵
が
整
列
し
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
幕
府
役
人
と
連
絡
交
渉
を
担
当
す
る

城
使
役
、
次
に
鉄
砲
を
持
っ
た
足
軽
隊
、

さ
ら
に
部
隊
の
中
核
を
担
う
知
行
取
藩

士
が
並
び
、
鎗
隊
、
朱
地
の
幟
旗
、
部
隊

長
と
続
き
ま
す
。

　

警
固
す
る
に
あ
た
り
、
陣
羽
織
を
着
用
す

る
よ
う
指
示
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
井
伊
家

の
軍
装
で
は
、
陣
羽
織
は
茜
色
（
暗
め
の
赤
）

と
定
ま
っ
て
お
り
、
絵
図
で
も
、
足
軽
や
従

者
以
外
は
、
皆
赤
い
上
着
を
着
用
し
た
姿
で

描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
な
ぜ
浦
賀
か
ら
遠
く
離
れ
た
彦
根

の
人
々
が
、
護
衛
の
任
に
就
い
た
の
で
し
ょ

う
。

　

そ
れ
は
、
ペ
リ
ー
来
航
か
ら
さ
か
の
ぼ
る

こ
と
６
年
、
弘
化
４
年
（
１
８
４
７
）
に
、
彦
根

藩
は
こ
の
地
の
警
備
を
任
さ
れ
、
藩
士
を
派

遣
し
て
い
た
た
め
で
す
。

　

こ
の
こ
ろ
、
欧
米
諸
国
の
ア
ジ
ア
進
出
が

盛
ん
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。日
本
近
海
に
も
、

こ
れ
ら
の
国
々
の
船
が
頻
繁
に
姿
を
現
わ

し
、
日
本
に
開
国
を
求
め
ま
す
。
そ
こ
で
幕

府
は
、
江
戸
湾
（
現
在
の
東
京
湾
）
の
入
口
に

あ
た
る
三
浦
半
島（
神
奈
川
県
）・
房
総
半
島（
千

葉
県
）
の
沿
岸
警
備
を
、
有
力
譜
代
の
４
藩

に
任
せ
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
彦
根
藩
井
伊
家

が
あ
り
ま
し
た
。

　

井
伊
家
は
、
初
代
の
直
政
以
来
、
譜
代
大

名
の
中
で
も
最
強
の
軍
事
力
を
誇
っ
て
い
ま

し
た
。
要
衝
の
地
で
あ
る
彦
根
を
治
め
、
徳

川
の
天
下
を
守
る
た
め
に
軍
備
を
調
え
る
の

が
そ
の
役
割
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
家
柄
ゆ
え
、
彦
根
藩
に
任
さ

れ
た
場
所
は
、
江
戸
湾
に
入
る
最
前
線
に
あ

た
る
三
浦
半
島
の
先
端
で
し
た
。
こ
の
重

要
地
を
警
固
す
る
に
あ
た
り
、
彦
根
藩
で

は
藩
士
や
足
軽
、
船
頭
な
ど
あ
わ
せ
て
約

３
千
５
百
人
を
現
地
に
派
遣
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
西
洋
の
軍
艦
に
対
抗
で
き
る
よ
う
、

西
洋
の
科
学
技
術
も
学
ん
で
大
砲
の
建
造
に

も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

彦
根
藩
兵
が
絵
図
の
よ
う
に
整
列
し
た
の

は
、
ペ
リ
ー
上
陸
当
日
の
明
け
方
の
こ
と
で

す
。
彼
ら
は
前
夜
に
宿
所
を
出
発
し
て
、
夜

明
け
と
と
も
に
警
備
に
就
き
ま
し
た
。

　

徳
川
幕
府
の
軍
事
力
を
象
徴
す
る
「
井
伊

の
赤
備
え
」。
そ
の
威
容
は
、
ペ
リ
ー
に
も

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

野
田
浩
子
）

　
「
ペ
リ
ー
浦
賀
来
航
図
」
は
、シ
リ
ー
ズ
「
直

弼
発
見
！
」
巻
の
二
「
開
国
の
時
代
と
彦
根
藩
」

で
、
９
月
１
日
㈪
ま
で
展
示
し
て
い
ま
す
（
期

間
中
無
休
）。
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〈内容〉子育てにおける絵本の役割、絵本の読み方について

の話や、実際の読み聞かせを通して、乳幼児とその保護者

に楽しい時間を共有する機会を作ります。〈日時〉8月25日

㈪　10：00～11：30　〈場所〉子どもセンター（日夏町）　〈対象〉

０～３歳児とその保護者　〈定員〉25組（先着順）　〈参加費〉

無料　〈応募期間〉8月4日㈪～同17日㈰の 8：30 ～ 17：15 

〈申込方法〉電話か、子どもセンター窓口で申し込んでく

ださい。〈申込・問い合わせ先〉 子ども未来室 28-1580

（FAX共用）へ

〈内容〉城まつり事業の一つとして実施する「小江戸彦根の

にぎわい市（フリーマーケット）」への出店者を募集します。

〈開催期間〉10月31日 ～ 11月3日（月・祝） 飲食物の販売は

11月1日 ～同3日（月・祝）　〈場所〉ひこね市文化プラザ（野瀬

町）  〈申込条件〉市内在住の個人もしくは団体（公共機関を除

く）で、営利を目的としないもの　〈参加協賛金〉１ブースあ

たり5,000円　〈申込期間〉8月4日 ～8月25日 〈申込・

問い合わせ先〉にぎわい市事務局（㈳彦根観光協会事務局内）

23-0001、FAX26-1919

〈対象〉市内在住か、市内の指定障害福祉サービス事業所に

勤めている人で、全講習を受講でき、視覚障害者ガイドヘ

ルパーとして確実に活動できる人　〈日程〉10月16日 ・24

日 ・28日 ・29日 ・11月7日 〈場所〉 障害者福祉セ

ンター（草津市）ほか 〈時間〉各日おおむね 10：00～ 17：00

〈定員〉2人　※応募者多数のときは抽選　〈費用〉5,000円程

度　〈申込期限〉8月20日 の 17：15（土・日曜日を除く）　〈申

込・問い合わせ先〉障害福祉課 27-9981、FAX26-1767

〈内容〉人権問題に関する基礎的な知識や人権感覚を持っ

た、地域における啓発活動のリーダーとして活躍できる

人材の育成を目指す講座です。〈日程・内容〉下の表のと

おり　〈時間〉19：00～ 20：30　※ 10月2日は 19：00 ～

20：45）〈場所〉彦根市男女共同参画センタ－「ウィズ」（平

田町）※9月4日はWAっとねす春日（犬方町）　〈対象者〉市

内に在住・在勤の人で、人権問題に自主的に取り組む意欲

のある人　〈募集人員〉20 人（先着順）  〈受講料〉無料  〈申込

期限〉8月15日 〈申込方法・問い合わせ先〉電話、ファク

ス、Eメールで受講希望者の住所、氏名、電話番号を 人

権政策課 30-6115、FAX22-1398、Ｅメール：jinken@

ma.city.hikone.shiga.jpへ

〈派遣期間〉10月26日 ～11月2日 （7泊8日）〈派遣先〉中華

人民共和国湖南省湘潭市、長沙市、 ほか　〈参加資格〉

市内在住の18 歳以上（高校生は除く）で、健康で団体行動に協

調できる人　〈定員〉10人（過去に市が主催する使節団の団員として

訪中したことがない人を優先します）　〈参加費〉25万円程度〈申

込期間〉8月4日㈪～同25日 　〈申込方法〉申込書（ 市民交

流課〈市役所３階〉、市民・国際交流サロン〈市民会館〉にあります）

に、応募の動機を400字程度にまとめた作文を添えて 市

民交流課へ　〈問い合わせ先〉同課 30-6113、FAX22-1398

今年度新成人となるあなた、平成21年１月11日 にひこね

市文化プラザで開催される「新成人のつどい」の企画・運

営をしてみませんか。きっと大きな感動があるはずです。

〈活動内容〉実行委員会に参加して祝賀記念交歓会の内容の

企画や、当日の運営をしていただきます。〈活動日〉10月か

ら平成21年 1月まに５回程度実行委員会を開催　〈申込資

格〉今年度新成人となる人（昭和63年4月2日～平成元年4月1日に

生まれた人）で活動意欲のある青年　〈申込期限〉8月29日

〈申込方法・問い合わせ先〉電話かファクスで、 教育委員

会生涯学習課 24-7971、FAX23-9190まで

〈内容〉荒神山公園、子どもセンター周辺の樹木の名前を調

べます。〈日時〉8月21日 9：00～ 12：00（雨天中止）   〈場

所〉子どもセンター（日夏町）　〈対象〉市内の小学4～6年生

〈定員〉20人程度　〈参加費〉100円　〈持ち物〉筆記用具、タオ

ル、軍手、水筒など　〈申込期限〉8月20日 〈申込方法〉電

話か、子どもセンター窓口で申し込んでください。〈申込・

問い合わせ先〉子どもセンター 28-3645（FAX共用）

〈内容〉夏の夜空を流れる天の川を観察します。〈日時〉8月

22日 19：00～ 21：30（悪天候のときは8月23日 に順延）

〈場所〉子どもセンター（日夏町）〈対象〉天体観測に興味のあ

る人（大人の参加も可能）〈参加費〉300円　〈申込方法〉当日、

子どもセンターで受付　〈問い合わせ先〉子どもセンター

28-3645（FAX共用）

〈内容〉特に認知症について、ちょっと聞いてみたいことや

日ごろの疑問などに、専門の医師がお答えします。〈日時〉

8月19日㈫　14：00～16：00　〈場所〉福祉保健センター2階  

〈講師〉藤本直規さん（藤本クリニック院長）　〈定員〉40人（先着

順）　〈参加費〉1,000 円　〈申込期限〉8月15日㈮　〈申込・問

い合わせ先〉電話かファクスで、家族のつどいほっこり

24-6638（尾崎方）へ

〈投句の決まり〉彦根城、玄宮楽々園、埋木舎のほか、開国

や井伊直弼に関すること、または四季を通じての「雑詠」

で、自作、未発表のものを１人につき３句以内　〈投句方

法〉はがき１枚に３句以内をかい書で書き、はがき表面の差

出人欄に、郵便番号、住所（ふりがな）、名前（ふりがな）、俳

号（ふりがな）、電話番号、中学生以下は学校名（ふりがな）・

学年を書いてください。 〈投句料〉無料　〈募集期間〉8月15

日 ～9月30日 （消印有効）〈賞〉「一般の部」「小・中学生

の部」について、各選者が、特選3句、入選15 句を選定しま

す。入賞者には記念品と入選句集を贈り、入賞作品を俳遊

館で展示します（応募者で希望する人には、入選句集を俳遊館でお

渡しします）〈その他〉ほかの俳句誌などへの二重投句や類想

句、類似句が判明した場合は、発表後でも入選を取り消し

ます。〈選者〉柿本多映、寺村滋、成宮紫水、野瀬章子（五十

音順、敬称略）〈応募・問い合わせ先〉 俳遊館（〒522-0064

本町一丁目３-24 ） 22-6849（FAX共用）※火曜日は休館

〈内容〉「ふるさと」「思い出」「健康」「食」「笑い」をテーマ

に、だれもが気楽に参加でき、新しい仲間の輪を広げ、こ

れからのライフ・ワークを考える講座です。〈日程・内容〉下

の表のとおり　〈時間〉19：00～20：30（5回とも）　〈場所〉

男女共同参画センターウィズ（平田町）  〈対象〉市内に在住・

在勤・在学する人　〈定員〉各回20人（先着順）〈参加費〉第1回

～第3回：無料、第4回：200円、第5回：500円　〈申込期限〉8

月20日㈬　〈申込・問い合わせ先〉 男女共同参画センター

「ウィズ」（平田町） 24-3529、ウィズ・フリートー

ク代表尾田Ｅメール：hoda@kinto.co.jp

〈内容〉高齢者自らが、交通事故防止活動に積極的に参加

し、地域ぐるみで交通安全意識を高めることを目指す、「シ

ルバー無事故運動」に参加する団体を募集します。〈運動

実施期間〉9月1日㈪～10月31日㈮（２か月間）　〈対象〉65歳以

上の人を含む団体（自治会、老人クラブ　など）　〈申込方法〉

交通対策課、支所、各出張所にある申込書で、同課まで申し

込んでください。申込書は滋賀県ホームページからもダウ

ンロードできます。　〈申込期限〉8月29日㈮　〈申込・問い合

わせ先〉同課 30-6134、FAX24-8517

　子どもセンター　子ども自然教室

　家族のつどい「ほっこり」　特別編

　小江戸彦根の城まつり　にぎわい市出店者

　子育て講座　～絵本と楽しもう～

　視覚障害者ガイドヘルパー養成研修過程講習会

　人権啓発リーダー養成講座

　俳遊館　俳句作品募集

　「新成人のつどい」実行委員

　「ウィズ」市民企画講座　ひこね花きんプロジェクト

　国際友好都市湘潭市への彦根市友好使節団

　子どもセンター　星空教室

　シルバー無事故運動　参加団体

指定管理者募集中！

　平成21年 4月 1日から、ひこね

市文化プラザの管理をしていただく

指定管理者を次のとおり募集しています。

施設名称　ひこね市文化プラザ（野瀬町）

指定期間　平成21年 4月 1日～同26年 3月 31

日（5年間）

指定申請書などの受付期間　9月 1日㈪までの8：

30～ 17：15（土・日曜日を除く）

公募要項などの配布場所　 教育委員会生涯学

習課（尾末町）で配布しているほか、彦根市ホー

ムページからダウンロードできます。

問い合わせ先　同課 24-7971、FAX22-3015
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主
催
事
業

直
弼
好
み
の
陶
芸
体
験

①
抹
茶
碗
の
作
陶
体
験

　

井
伊
直
弼
は
、
政
治
の
世
界
で
生
き
た
一

方
で
、
文
化
・
教
養
の
世
界
に
生
き
た
人
で

し
た
。
そ
こ
で
、
直
弼
文
化
の
代
表
的
な
湖

東
焼
や
楽
焼
の
作
陶
体
験
を
し
ま
す
。

作
陶
日
時　

９
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰

仕
上
げ
日
時

　

湖
東
焼
コ
ー
ス　

11
月
22
日
㈯

　

楽
焼
コ
ー
ス　

10
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰

場
所　

琵
湖
音
湖
東
焼
体
験
道
場
（
近
江
鉄

道
㈱
本
社
体
育
館
）・
湖
東
焼
晒
庵
・
京
橋

口
駐
車
場
横

※
詳
し
く
は
、
応
募
決
定
者
に
連
絡
し
ま
す
。

参
加
費
用　

各
コ
ー
ス　

２
、
０
０
０
円　

定
員　

合
計
１
５
０
人

②
井
伊
直
弼
公
ス
ペ
シ
ャ
ル
体
験

　

湖
東
焼
の
歴
史
を
学
び
な
が
ら
、
抹
茶
碗

の
作
陶
、
焼
成
、
絵
付
、
窯
出
を
体
験
し
ま

す
。
ま
た
、
出
来
上
が
っ
た
抹
茶
碗
で
茶
道

石
州
流
の
抹
茶
を
楽
し
む
体
験
も
し
ま
す
。

第
１
回　

講
演

　

テ
ー
マ　

井
伊
直
弼
と
湖
東
焼　

　

講
師　

谷
口
徹
（

教
育
委
員
会
文
化
財
課
長
）

　

日
時　

10
月
５
日
㈰　

午
後
２
時
〜
同

　
　

３
時
30
分

　

場
所　

彦
根
城
博
物
館
講
堂

第
２
回　

作
陶

　

開
催
日　

10
月
12
日
㈰

第
３
回　

窯
入

　

開
催
日　

11
月
14
日
㈮

第
４
回　

窯
出
・
呈
茶　

　

開
催
日　

11
月
22
日
㈯　

※
２
〜
４
回
の
時
間
は
未
定

場
所　

彦
根
城
博
物
館
講
堂
、
湖
東
焼
晒
庵

費
用　

８
、
０
０
０
円

定
員　

50
人

対
象　

第
１
回
目
に
必
ず
参
加
で
き
、
原
則
、

全
て
に
参
加
で
き
る
人
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
商
工
会
議
所

事
業
委
員
会

22-

４
５
５
１
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
26-

２
７
３
０
番
、
Ｅ
メ
ー
ル　

info@
hikone-cci.or.jp

市
民
創
造
事
業

茶ち
ゃ
の
ゆ湯
の
会

　

一
流
の
文
化
人
と
し
て
の
井
伊
直
弼
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
茶
道
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
て
、
石
州
流
茶
会
を
行
い
ま
す
。
今

回
の
茶
会
は
、
初
め
て
の
人
で
も
、
気
軽
に

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

日
時　

９
月
13
日
㈯　

１
回
目

：

午
前
11

時
〜
、
２
回
目

：

午
後
２
時
〜

場
所　

ビ
バ
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル

費
用　

無
料

募
集
人
員　

各
75
人
（
先
着
順
）

募
集
期
限　

８
月
29
日
㈮

応
募
方
法　

フ
ァ
ク
ス
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://e-vivace.net

の
申
込
フ
ォ
ー
ム

か
ら
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根
専
門

店
街
青
年
部

23-

２
８
３
３
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
23-

２
８
８
２
番

募
集
中

市
民
創
造
事
業
の
提
案

　
　
　
　

（
第
２
回
目
）

　

井
伊
直
弼
と
開
国
１
５
０
年
祭
市
民
創

造
事
業
に
つ
い
て
、
２
回
目
の
募
集
を
し
ま

す
。
な
お
、
本
年
度
の
市
民
創
造
事
業
の
募

集
は
最
終
と
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
提
案　

井
伊
直
弼
と
開
国
１

５
０
年
祭
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
新
た
な

直
弼
像
の
発
信
」
を
実
現
す
る
た
め
に
ふ

さ
わ
し
い
内
容
で
、
井
伊
直
弼
や
開
国
を

切
り
口
と
し
た
事
業
や
、
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
事
業

提
案
で
き
る
人　

彦
根
市
に
事
務
所
の
あ

る
団
体
も
し
く
は
、
彦
根
市
に
在
住
、
在

勤
、
在
学
し
て
い
る
人
が
構
成
員
と
な
っ

て
い
る
グ
ル
ー
プ
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
で
、

提
案
し
た
事
業
を
遂
行
す
る
能
力
を
有

す
る
団
体
、
グ
ル
ー
プ
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
。

募
集
す
る
提
案　

現
行
の
事
業
に
市
民
創

造
事
業
を
加
え
て
実
施
す
る
こ
と
は
で

き
ま
す
が
、
現
行
の
事
業
を
そ
の
ま
ま
記

念
事
業
の
冠
を
つ
け
て
応
募
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
応
募
者
が
事
業

の
主
体
に
な
る
こ
と
を
前
提
に
し
た
提

案
に
限
り
ま
す
。
な
お
、
募
集
提
案
数
は

予
算
の
範
囲
内
で
支
援
で
き
る
も
の
と

し
ま
す
。

提
案
の
方
法　
「
市
民
創
造
事
業
提
案
書
」

と
「
提
案
団
体
等
調
書
」
を
同
祭
実
行

委
員
会
事
務
局
（
企
画
課
内
）
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
提
出
書
類
は
、
井
伊
直

弼
と
開
国
１
５
０
年
祭
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ご意見をおよせいただき
ありがとうございました

彦根市路上喫煙の防止に
　　関する条例（案）

意見の件数　13件

　案の修正を行うもの　　　　　0件

　案の修正を行わないもの　　　13件

　　彦根市低炭素社会
　　構築都市宣言（案）

意見の件数　８件

　案の修正を行うもの　　　　　1 件

　案の修正を行わないもの　　　7件

案の修正の概要

　当初案では、「人類は、化石燃料の・・・」

となっていたものを、「わたしたちは、化石燃

料の・・・」に変更しました。

問い合わせ先　 生活環境課 30-6116、

FAX27-0395

彦根市は　
「彦根市低炭素社会構築都市宣言」を
行いました

　7月7日、彦根市は、「彦根市低炭素社

会構築都市宣言」を行いました。一人

ひとりが、二酸化炭素の排出を削減し、

地球にやさしい行動をとりましょう。

①冷房の温度を 1℃高く、

　暖房の温度を 1℃低く設定する

一世帯あたりの年間の二酸化炭素の削減効果

一世帯あたりの年間節約効果

②週2日、往復8kmの車の運転を控える

一世帯あたりの年間の二酸化炭素の削減効果

一世帯あたりの年間節約効果

③テレビ番組を選び、

　テレビの利用を 1日 1時間減らす

一世帯あたりの年間の二酸化炭素の削減効果

一世帯あたりの年間節約効果

※「家庭でできる取り組み 10項目（2007年 4月、全国地

球温暖化防止活動推進センター）」より

問い合わせ先　 生活環境課 30-6116、FAX27-0395　

　　約33kg

約1,800円

約184kg

　約9,200円

約14kg

約800円

　井伊直弼と開国150年祭

http://w
w

w
.hikone-150th.jp/

か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

審
査
方
法　

予
備
審
査
後
、
実
行
委
員
会
の

理
事
で
構
成
す
る
提
案
審
査
員
会
が
、
提

案
内
容
の
実
現
の
可
能
性
、
記
念
事
業
の

理
念
、
趣
旨
に
沿
っ
て
い
る
か
を
中
心
に

提
案
の
採
否
を
決
定
し
ま
す
。

審
査
結
果
の
通
知　

提
案
の
採
否
に
つ
い

て
は
、
提
案
審
査
員
会
終
了
後
、
速
や
か

に
す
べ
て
の
提
案
者
に
通
知
し
ま
す
。

提
案
内
容
の
公
表　

採
用
さ
れ
た
提
案
内

容
は
、
個
人
情
報
を
除
き
、
同
祭
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

提
案
事
業
へ
の
支
援　

採
用
さ
れ
た
提
案

を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
対
象
経
費

に
対
し
て
、
実
行
委
員
会
か
ら
実
施
団
体

に
１
事
業
あ
た
り
上
限
25
万
円
の
支
援

を
行
い
ま
す
。

募
集
期
限　

８
月
29
日
㈮
（
必
着
）

審
査
結
果
通
知　

10
月
以
降

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

井
伊
直
弼
と
開
国

１
５
０
年
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
（
企
画

課
内
）

30-

６
１
４
１
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番
、
Ｅ
メ
ー
ル  kikaku@

m
a.city.hikone.shiga.jp
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児
童
扶
養
手
当　

特
別
児
童
扶
養
手
当

今
年
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

　

児
童
扶
養
手
当
は
母
子
家
庭
な
ど

に
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
障
害
児

の
い
る
家
庭
な
ど
に
、
生
活
の
安
定

と
自
立
を
促
進
す
る
た
め
に
支
給
さ

れ
る
手
当
で
す
。
こ
れ
ら
の
手
当
を

受
け
て
い
る
人
（
現
在
支
給
停
止
に

な
っ
て
い
る
人
も
含
む
）
は
、
そ

れ
ぞ
れ
「
現
況
届
」「
所
得
状
況
届
」

を
期
間
内
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
届
を
２
年
間
提
出
し
な
い

と
、
受
給
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
。

提
出
期
間

▼
児
童
扶
養
手
当
＝
８
月
１
日

〜
同
29
日

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当
＝
８
月
11

日

〜
９
月
10
日

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て

支
援
課
（
平
田
町
）

23-

９
５
９

０
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
８
番

建
物
を
新
築
・
増
築
し
た
皆
さ
ん

固
定
資
産
税
の
家
屋
調
査
に

ご
協
力
を

　

住
宅
、
事
務
所
、
店
舗
な
ど
、
建

物
を
新
築
・
増
築
す
る
と
、
そ
の
建

物
に
は
固
定
資
産
税
（
市
街
化
区
域

内
で
は
固
定
資
産
税
と
都
市
計
画

税
）
が
新
た
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
固
定
資
産
税
の
税
額
の
基

礎
と
な
る
建
物
の
評
価
額
を
算
出

す
る
た
め
、

税
務
課
の
職
員
が
建

物
の
調
査
に
伺
い
ま
す
。
調
査
で

は
、
建
物
の
外
観
と
と
も
に
、
す
べ

て
の
部
屋
を
拝
見
し
ま
す
。
必
ず
建

築
主
か
、
家
族
の
ど
な
た
か
が
立
ち

会
っ
て
く
だ
さ
い
。
調
査
に
要
す
る

時
間
は
、
30
分
か
ら
１
時
間
程
度
で

す
。
調
査
の
際
に
、建
物
の
平
面
図
・

立
面
図
な
ど
の
図
面
や
、
仕
様
・
設

計
書
、
建
築
確
認
申
請
書
な
ど
を
ご

用
意
い
た
だ
く
と
、
よ
り
正
確
で
短

時
間
で
の
調
査
が
で
き
ま
す
。

　

留
守
が
ち
な
お
宅
は
、
事
前
に
都

合
の
よ
い
日
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
調
査
日
時
を
調
整
い
た
し
ま

す
。

　

ま
た
、
以
前
か
ら
課
税
さ
れ
て
い

る
建
物
を
取
り
壊
し
た
と
き
や
、
用

途
を
変
更
し
た
場
合
な
ど
は
、
必
ず

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
資
産

税
係

30-

６
１
３
８
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
22-

３
０
５
２
番

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

受
験
資
格　

次
の

〜

の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
ま
た
は

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
だ
っ
た

人
で
、
平
成
21

 

年
３
月
31

 

日
ま
で

に
満
15

 

歳
以
上
に
な
る
人

保
護
者
が
就
学
さ
せ
る
義
務
の

猶
予
ま
た
は
免
除
を
受
け
ず
、
平

成
21

 

年
３
月
31

 

日
ま
で
に
満
15

 

歳
に
達
す
る
人
で
、
そ
の
年
度
の

終
わ
り
ま
で
に
中
学
校
を
卒
業

で
き
な
い
と
見
込
ま
れ
る
こ
と

に
つ
い
て
、
や
む
を
得
な
い
理
由

が
あ
る
と
文
部
科
学
大
臣
が
認

め
た
人

平
成
21

 

年
３
月
31

 

日
ま
で
に
満

16

 

歳
以
上
に
な
る
人

※
①
、
④
に
該
当
す
る
人
を
除
く

日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
で
、
平

成
21

 

年
３
月
31

 

日
ま
で
に
満
15

 

歳
以
上
に
な
る
人

試
験
日　

11

 

月
４
日

試
験
科
目　

国
語
、
社
会
、
数
学
、

理
科
、
外
国
語
（
英
語
）

試
験
会
場　

大
津
合
同
庁
舎　

６

Ａ
会
議
室
（
大
津
市
）

願
書
受
付
期
間　

８
月
22

 

日

〜

９
月
９

 

日

郵
送
の
場
合
は
９
月

９ 

日

の
消
印
有
効
）

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

学
校
教
育
課

０
７
７-

５
２
８

-

４
５
７
６
番

８
月
は

電
気
使
用
安
全
月
間
で
す

　

８
月
は
、
電
気
事
故
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
家
庭
で
は
、「
た
こ
足

配
線
」
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
コ
ー

ド
や
配
線
器
具
に
は
、
電
気
を
流
し

て
も
い
い
限
度
が
あ
り
ま
す
。
た
こ

足
配
線
を
す
る
と
、
無
理
な
電
流

が
流
れ
て
大
変
危
険
で
す
。
こ
の
機

会
に
、
住
ま
い
の
電
気
の
安
全
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

関
西
電
気
保
安

協
会
滋
賀
支
部

０
７
７-

５
２

５-

１
４
２
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７

７-

５
２
４-

９
４
２
３
番
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ: h

ttp
://w

w
w

.ksd
h

.

or.jp

　　
　　10月１日から
　　乳幼児福祉医療費助成制度が
　　変わります

　保険適用内の診療について
　自己負担金がなくなります

現行

通院　１診療報酬明細書あたり500円

入院　１日あたり 1,000円（限度額は月額 14,000円）

10月1日以降

通院・入院　自己負担金はかかりません

※保険適用外の予防注射代、薬の容器代、診断書代、

入院時の食事負担代、差額ベッド代などはこれま

でどおり全額自己負担です。

手続きは原則不要です

　すでに乳幼児福祉医療費受給券を持っている人は、

今回の制度の変更による手続きは必要ありません。9

月下旬に新しい福祉医療費受給券を郵送します。

　ただし、保護者の平成 19年中の所得を、彦根市で

確認できない場合は、所得証明書などを提出してい

ただく必要があります。対象となる人には、8月中に

ご案内を郵送します。

問い合わせ先

　 保険年金課 30-6136、FAX22-1398

９
月
１
日
か
ら

市
民
課
窓
口
の

受
付
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
、
交
付
申
請
書
や
各
申
請
用
紙

に
記
入
し
、
窓
口
で
並
ん
で
い
た

だ
い
た
後
、
職
員
が
番
号
札
を
お

渡
し
し
て
い
ま
し
た
。

　

９
月
１
日
か
ら
は
、
交
付
申
請

書
や
住
民
異
動
届
な
ど
の
各
用
紙

に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
後
、
自

動
受
付
機
で
番
号
札
を
取
っ
て
い

た
だ
く
方
法
に
変
わ
り
ま
す
。
自

動
受
付
機
は
各
種
証
明
用
と
、
そ
の

他
届
出
用
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

自
動
受
付
機
の
導
入
に
よ
り
、

交
付
ま
で
が
、
短
時
間
で
済
む
人

と
、
そ
れ
よ
り
も
時
間
が
か
か
る

人
を
分
け
て
受
付
す
る
こ
と
で
、

全
体
の
待
ち
時
間
を
短
縮
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

正
式
な
変
更
は
、
９
月
１
日
か

ら
で
す
が
、
試
験
期
間
と
し
て
、

８
月
下
旬
か
ら
、
自
動
受
付
機
の

利
用
を
始
め
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
受
付
方
法
の
変

更
は
、
市
役
所
の
市
民
課
窓
口
だ

け
で
す
。
支
所
や
各
出
張
所
は
こ

れ
ま
で
通
り
の
方
法
で
受
け
付
け

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課

30-

６
１
１
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３

９
８
番
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彦
根
市
で
は
、
水
道
使
用
者
の
皆
さ
ん
の

利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
10
月
１
日
㈬

か
ら
、
上
水
道
の
受
付
・
検
針
・
料
金
に
関

す
る
業
務
窓
口
を
、
㈱
エ
コ
シ
テ
ィ
サ
ー
ビ

ス
に
委
託
し
、
窓
口
の
開
設
時
間
・
曜
日
を

拡
大
し
ま
す
。

　

ま
た
、
同
時
に
、
上
水
道
の
業
務
窓
口
が
、

市
役
所
と
は
別
の
場
所
に
移
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
業
務
窓
口
を
委
託
す
る

こ
と
に
よ
り
、
曜
日
を
問
わ
ず
窓
口
が
開
く

こ
と
に
な
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
た
い

へ
ん
便
利
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

新
し
い
窓
口
で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
や
、

取
り
扱
う
主
な
業
務
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

水
道
使
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
８
月
下
旬

か
ら
９
月
中
旬
に
か
け
て
、
ハ
ガ
キ
に
よ
る

ご
案
内
も
い
た
し
ま
す
。
今
回
お
知
ら
せ
す

る
内
容
は
、彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
窓
口
の
名
称

　

彦
根
市
上
下
水
道
料
金
お
客
様
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
「
以
下
、『
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
』」

受
託
事
業
者

　

㈱
エ
コ
シ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス（
旭
町
１-

22　
年
明

ビ
ル
２
階
）

27-

２
８
０
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

２
８
０
３
番

お
客
様
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

窓
口
開
設
時
間
（
10
月
１
日
〜
）

　

月
〜
金
曜
日　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　

土
・
日
・
祝
祭
日　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

お
客
様
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

①
水
道
使
用
の
開
始
・
休
止
（
開
栓
・
休
栓
）・

名
義
変
更
の
お
申
し
込
み

②
上
下
水
道
料
金
（
使
用
料
）
の
お
支
払
い

③
口
座
振
替
等
支
払
い
方
法
の
ご
相
談

④
検
針
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

※
こ
の
ほ
か
、
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
は
、「
未
納
料
金
督
促
な
ど
の

滞
納
整
理
」「
給
水
停
止
措
置
な
ど
、市
の

行
う
業
務
の
補
助
」「
メ
ー
タ
ー
の
検
針
や

交
換
」
を
取
り
扱
い
ま
す
。

そ
の
他

・
受
託
事
業
者
は
、
検
針
や
料
金
滞
納
整
理

の
た
め
の
訪
問
時
に
は
、
市
の
発
行
す
る

身
分
証
明
書
を
携
行
し
ま
す
。

・
市
と
受
託
事
業
者
は
、料
金
収
納
な
ど
の
業

務
や
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
法
令
に

基
づ
き
取
り
扱
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
上

下
水
道
業
務
以
外
に
個
人
情
報
な
ど
を
使

用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
未
納
料
金
に
関
す
る
法
的
措
置
（
司
法
上
の

手
続
き
）
や
給
水
停
止
な
ど
、
市
が
法
令
に

基
づ
い
て
意
思
決
定
す
る
も
の
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
市
で
行
い
ま
す
。

・
水
道
加
入
工
事
や
、
給
水
装
置
の
改
造
な

ど
、
工
事
に
関
す
る
申
し
込
み
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
市
で
取
り
扱
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

水
道
部
業
務
課
☎
22-

２
７
２
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

４
０
５
４
番

防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う

　

大
雨
と
大
規
模
地
震
の
発
生
に
よ
る
被
害
を
想
定

し
た
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

主
会
場
の
中
央
中
学
校
で
は
、
住
民
の
避
難
・
誘

導
訓
練
や
地
震
体
験
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
を
、

参
加
し
た
皆
さ
ん
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま

た
、
災
害
時
に
お
け
る
水
道
・
ガ
ス
・
電
気
な
ど
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
機
関
な
ど
の
対
応
、
消
防
機
関
が
行

う
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
な
ど
の
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
訓
練

を
見
て
い
た
だ
き
、
防
災
意
識

の
高
揚
を
目
指
し
ま
す
。
家
族

や
地
域
の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ

に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
鳥
居
本
地
区
公
民
館

旭
森
地
区
公
民
館
と
稲
枝
北
小

学
校
で
は
、
土
砂
災
害
警
戒
区

域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
地
域
の

皆
さ
ん
を
対
象
に
し
た
避
難
訓

練
を
行
い
ま
す
。

主
な
訓
練
内
容

　

避
難
訓
練
、
初
期
消
火
訓
練
、

水
防
訓
練
（
土
の
う
積
み
な
ど
）、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
救
出
訓
練
、

負
傷
者
の
救
出
・
救
護
訓
練
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復

旧
訓
練
、
火
災
防
ぎ

ょ
訓
練
、
救
援
物
資

の
搬
送
訓
練
、
炊
き

出
し
訓
練
、
起
震
車
に
よ
る
地
震
体
験
、
応
急
救
護

所
設
置
、
水
消
火
器
体
験
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
設
置　

な
ど

訓
練
参
加
機
関

　

彦
根
市
消
防
団
、
近
隣
各
自
治
会
、
近
隣
各
自
主

防
災
組
織
、
彦
根
市
地
域
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
、

彦
根
市
赤
十
字
奉
仕
団
、
ひ
こ
ね
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
各
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
係
機
関
、

各
防
災
関
係
機
関
、
エ
フ
エ
ム
ひ
こ
ね
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
放
送
　

ほ
か

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課

30-

６
１
０
０
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

彦
根
市
防
災
訓
練

日
時　

８
月
23
日
　

午
前
８
時
30
分
〜
同
11
時
30
分

会
場　

中
央
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
西
今
町
）、
鳥
居
本
地
区
公
民
館
、

　
　
　

旭
森
地
区
公
民
館
、
稲
枝
北
小
学
校

※このコーナーに登場する団体・グループを募集しています。詳しくは、 まちづくり推進室までお問い合わせください。

　

わ
か
や
ぎ
会
は
大
藪
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
第
一
部
に
住
む
40
歳
代

か
ら
70
歳
代
ま
で
の
20
人
で
作

る
グ
ル
ー
プ
で
す
。
地
域
内
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
作
り
の

き
っ
か
け
の
場
を
設
け
る
た
め

に
、
平
成
14
年
か
ら
活
動
を
始

め
ま
し
た
。
月
１
回
サ
ロ
ン
を

開
催
し
、
散
歩
や
お
し
ゃ
べ
り

の
ほ
か
、
メ
ン
バ
ー
の
特
技
を

生
か
し
て
、
料
理
教
室
や
、
折

り
紙
教
室
、
お
茶
会
を
開
催
す

る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
協
力
し

な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
各
地
で
取
り
組
ん
で
い
る
、
子
ど
も
た
ち
の
登
下

校
の
見
守
り
活
動
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
美
し
い
ひ
こ
ね
を
つ

く
る
活
動
と
し
て
、
各
会
員
が
、
毎
日
、
交
通
量
の
多
い
道
路
や
、

自
宅
の
近
く
な
ど
で
、
子
ど
も
の
見
送
り
や
出
迎
え
を
し
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
、
お
互
い
に
顔
も
覚
え
て
、「
お
は
よ
う
」
と
声
を

か
け
る
と
、「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
元
気
な
声
が
返
っ
て
き

ま
す
。
見
守
り
活
動
は
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
子
ど
も
た
ち
と
知
り
合
え
た
り
、
あ
い
さ
つ
を
通
じ
て
子
ど

も
た
ち
か
ら
元
気
を
も
ら
う
こ
と
も
で
き
た
り
す
る
な
ど
、
２
重
・

３
重
の
喜
び
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
美
し
い
行
為
を
通
じ
て
受
け

取
っ
た
「
彦
」
は
、
会
の
運
営
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
金
城
小
学
区
が
、
や
さ
し
い
ま
ち
で
あ
る
よ
う

に
活
動
を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

10
月
１
日
か
ら

上
水
道
の
受
付
・
検
針
・
料
金
の
窓
口
が
変
わ
り
ま
す
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以
上
の
事
例
は
、
ほ
ん
の
一
部
に
す
ぎ
ま
せ

ん
。
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
の
普
及
で
、

若
い
人
だ
け
で
な
く
、
幅
広
い
年
齢
層
の
消
費

者
の
間
で
も
、
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え

て
い
ま
す
。

　

契
約
と
は
、
当
事
者
間
の
合
意
で
成
立
し
ま

す
。
契
約
の
中
身
（
何
を
、
い
く
ら
で
、
い
つ
受
け

渡
す
か
な
ど
）
を
互
い
に
確
認
し
、
双
方
が
合
意

し
て
、初
め
て
契
約
が
成
立
し
た
と
い
え
ま
す
。

　

事
例
１
は
、
広
告
に
記
載
さ
れ
た
電
話
番
号

に
、有
料
と
分
か
っ
て
い
て
自
分
か
ら
電
話
し
、

目
的
の
ア
ダ
ル
ト
ボ
イ
ス
を
聞
い
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
２
万
９
千
円
に
つ
い
て
は
契
約

不
成
立
と
は
言
い
難
く
、
支
払
い
も
終
わ
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
請
求
に
つ
い
て

は
、
当
事
者
間
の
合
意
が
な
い
の
で
、
支
払
う

義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
事
例
２
は
、
契
約
の
中
身
が
分
か
る

よ
う
な
記
載
が
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
場
合
は
、
契
約
が
成
立
し
て
い
る
と
は

言
え
ず
、
支
払
う
義
務
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

事
例
１
、２
と
も
、
業
者
は
、
一
方
的
に
規

約
に
つ
い
て
主
張
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
規

約
は
、
だ
れ
に
で
も
す
ぐ
に
分
か
る
所
に
、
分

か
り
や
す
く
明
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
う
で
な
け
れ
ば
、
規
約
を
読
ん
で
い
な
い
こ

と
に
責
任
を
感
じ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
こ
の
種
の
請
求
で
は
、
電
話
番
号
や

パ
ソ
コ
ン
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
な
ど
か
ら
、
契
約

者
の
個
人
情
報
を
調
べ
、
自
宅
へ
回
収
に
行
っ

た
り
、
裁
判
を
提
起
す
る
な
ど
と
言
わ
れ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
原
則

と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
業
者
の
話
術
に
は
ま
っ
て
、
自
ら

個
人
情
報
を
漏
ら
さ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
い
わ
れ
の
な
い
お
金
を
支
払
う
と
、

２
次
、
３
次
被
害
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
高

く
、
早
く
決
着
を
つ
け
る
つ
も
り
が
、
か
え
っ

て
裏
目
に
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

契
約
者
が
未
成
年
者
で
、
そ
の
契
約
が
、
小

遣
い
の
範
囲
を
超
え
、
親
権
者
に
無
断
で
あ
っ

た
場
合
は
、
契
約
の
取
り
消
し
が
可
能
で
す
。

そ
の
場
合
に
も
支
払
い
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
６
月
21
日
に
、
振
り
込
め
詐
欺
な
ど

の
被
害
金
を
よ
り
簡
潔
な
手
続
き
で
被
害
者

に
返
す
た
め
の
、「
犯
罪
利
用
預
金
口
座
等
に

係
る
資
金
に
よ
る
被
害
回
復
分
配
金
の
支
払

等
に
関
す
る
法
律
（
振
り
込
め
詐
欺
被
害
者

救
済
法
）」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律

に
よ
っ
て
、
振
り
込
め
詐
欺
に
あ
っ
た
場
合

に
、
警
察
に
被
害
を
届
け
、
振
り
込
め
詐
欺

と
判
断
さ
れ
た
ら
、
裁
判
を
し
な
く
て
も
返

金
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。「
お
れ
お
れ
詐
欺
」

「
ヤ
ミ
金
保
証
金
詐
欺
」
な
ど
の
ほ
か
、
今
回

の
事
例
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
も
、
支
払
っ
た

場
合
は
、
振
り
込
め
詐
欺
と
認
め
ら
れ
る
可

能
性
が
あ
る
よ
う
で
す
。
も
っ
と
も
、
業
者

の
凍
結
さ
れ
た
銀
行
口
座
の
残
金
を
、
被
害

者
全
員
で
按
分
す
る
よ
う
で
、
必
ず
し
も
振

り
込
ん
だ
金
額
が
全
額
返
金
さ
れ
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
な
に
よ
り
も
振
り
込
ま
な
い
こ

と
が
大
切
で
す
。
振
り
込
む
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

相
談
事
例
１

　

雑
誌
の
広
告
を
見
て
、
自
宅
の
電
話
で

ア
ダ
ル
ト
ボ
イ
ス
を
聞
い
た
。
聞
き
終
わ

っ
た
直
後
に
、
業
者
か
ら
、
２
万
９
千
円

を
請
求
す
る
電
話
を
受
け
た
。
請
求
額
を

翌
日
に
振
り
込
み
、
こ
の
件
は
終
わ
っ
た

と
思
っ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
５
日
後
に
、
ふ
た
た

び
業
者
か
ら
電
話
が
あ
り
、「
先
日
の

２
万
９
千
円
は
登
録
料
で
、
聴
取
料
は
含

ま
れ
て
い
な
い
。
ア
ダ
ル
ト
ボ
イ
ス
の
聴

取
料
２
万
６
千
円
を
、
３
日
以
内
に
払
っ

て
い
な
い
の
で
、
訴
訟
委
任
料
や
罰
金
の

ほ
か
、
電
話
番
号
か
ら
利
用
者
を
割
り
出

す
費
用
な
ど
も
含
め
て
、
48
万
４
千
円
を

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
和
解
し
た
い

な
ら
、
明
日
の
午
後
３
時
ま
で
に
35
万
円

払
う
よ
う
に
。」
と
言
わ
れ
た
。

　
「
利
用
直
後
の
請
求
電
話
で
は
、
聴
取

料
の
話
は
な
か
っ
た
。」
と
言
っ
た
ら
、

「
規
約
を
読
ん
で
な
い
の
か
。」
と
言
わ
れ

た
。
規
約
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
分
ら
な

い
し
、読
ん
で
い
な
い
の
で
後
ろ
め
た
い
。

自
宅
の
電
話
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
妻
子

に
迷
惑
が
か
か
る
と
困
る
。

　

雑
誌
に
は
別
途
料
金
と
の
み
記
載
さ

れ
、
高
く
て
も
３
万
円
く
ら
い
と
思
っ
て

利
用
し
た
が
、35
万
円
で
和
解
す
べ
き
か
。

（
20
歳
代　

男
性
）

相
談
事
例
２

　

パ
ソ
コ
ン
に
送
ら
れ
て
き
た
迷
惑
メ
ー

ル
の
１
つ
を
興
味
本
位
で
開
い
て
し
ま
っ

た
。
女
性
の
写
真
と
、
複
数
の
名
前
や
コ

メ
ン
ト
が
並
ん
だ
サ
イ
ト
に
飛
ん
だ
。「
詳

細
は
コ
コ
を
押
し
て
下
さ
い
。」
と
表
示

さ
れ
た
ボ
タ
ン
を
押
し
た
と
こ
ろ
、
な
に

も
し
て
い
な
い
の
に
、
勝
手
に
次
々
と
画

面
が
変
わ
り
、
一
瞬
で
あ
っ
た
が
、
請
求

金
額
も
見
え
た
の
で
、
び
っ
く
り
し
て
パ

ソ
コ
ン
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
た
。

　

５
日
後
、
10
万
円
を
請
求
す
る
メ
ー
ル

が
届
い
た
。
利
用
規
約
と
確
認
画
面
で
Ｏ

Ｋ
ボ
タ
ン
を
押
し
て
入
会
し
た
と
書
か
れ

て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
覚
え
は
な
い
。

　

有
料
表
示
は
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
２
日
後
に
は
延
滞
金
も
発
生
す
る
と

い
う
。
支
払
い
義
務
が
あ
る
か
。　
　
　

（
70
歳
代　

男
性
）
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連
載　

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
を
受
け
よ
う

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
や
っ
つ
け
ろ
！

　
　
　
　
　
　
　
　

第
２
回　

診
断
基
準
と
特
定
保
健
指
導
の
対
象
者

あ
な
た
も
メ
タ
ボ
？

　

平
成
20
年
度
か
ら
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
特

定
健
康
診
査
が
始
ま
り
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

と
は
、
お
な
か
の
内
臓
の
ま
わ
り
に

脂
肪
が
つ
く
、「
内
臓
脂
肪
型
肥
満
」

の
人
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
危
険
因
子
を

あ
わ
せ
持
っ
て
い
る
状
態
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。

　

あ
な
た
が
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
か
ど
う
か
チ
ェ
ッ
ク
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

診
断
基
準

　

下
の
図
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
の
診
断
基
準
で
す
。

　

特
定
健
康
診
査
の
結
果
は
、「
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
基
準
該

当
」「
予

※

備
群
該
当
」「
非
該
当
」
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
自
分
が
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
該
当
し
て
い

る
か
ど
う
か
は
、
特
定
健
康
診
査
結

果
に
記
載
さ
れ
ま
す
。

※
予
備
群  

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
前
段
階
に
あ
る
状
態

特
定
保
健
指
導
と
は

　

特
定
保
健
指
導
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
基
準
該
当
、
予
備

群
該
当
と
診
断
さ
れ
た
人
を
対
象

に
行
わ
れ
ま
す
。
特
定
保
健
指
導
に

は
、
次
の
２
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
対
象
者
に
、
通
知
が
届
き
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
け
て
く
だ

さ
い
。

の
あ
る
人
の
た
め
に
、
生
活
習
慣
を

改
善
す
る
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

②
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

　

基
準
該
当

➡

「
積
極
的
支
援
」
を
行
い
ま
す

　

生
活
習
慣
を
改
善
し
て
も
一
人

で
継
続
す
る
の
は
難
し
い
も
の
で

す
。
積
極
的
支
援
で
は
、
生
活
習
慣

を
早
急
に
改
善
し
な
い
と
、
動
脈
硬

化
を
進
行
さ
せ
、
心
臓
病
や
脳
卒
中

な
ど
を
発
症
さ
せ
る
恐
れ
の
あ
る

人
の
た
め
に
、
生
活
習
慣
を
改
善
す

る
サ
ポ
ー
ト
を
継
続
的
に
行
い
ま

す
。

※
上
の
図
の
診
断
基
準
の
ほ
か
に
、
喫

煙
な
ど
の
危
険
因
子
な
ど
も
判
断

の
要
素
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
は

医
療
保
険
者
が
行
い
ま
す

　

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導

は
、
40
歳
か
ら
74
歳
以
下
の
人
を
対

象
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
加
入
し
て
い
る

医
療
保
険
者
が
実
施
し
ま
す
。（
自
分

が
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
は
、
お
持

ち
の
被
保
険
者
証
で
確
認
で
き
ま
す
）

　

彦
根
市
国
民
健
康
保
険
の
人
は
、

彦
根
市
が
実
施
す
る
特
定
健
康
診
査

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
以
外

①
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

　

予
備
群
該
当

➡

「
動
機
づ
け
支
援
」
を
行
い
ま
す

　

生
活
習
慣
を
改
善
す
る
た
め
に

は
、
き
っ
か
け
が
な
い
と
難
し
い
も

の
で
す
。
動
機
づ
け
支
援
で
は
、
生

活
習
慣
を
早
め
に
改
善
し
な
い
と

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や

生
活
習
慣
病
を
発
症
さ
せ
る
恐
れ

の
人
は
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険

者
（
健
康
保
険
組
合
、
政
府
管
掌
保
険
、

共
済
組
合
な
ど
）
が
実
施
す
る
特
定
健

康
診
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
彦
根

市
国
民
健
康
保
険
以
外
の
人
で
、
医

療
保
険
者
か
ら
、
彦
根
市
が
実
施
す

る
健
診
を
受
診
す
る
よ
う
に
通
知
の

あ
っ
た
人
は
、
彦
根
市
が
実
施
す
る

方
法
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
受
診
の
際
に
は
、
被
保
険

者
証
と
医
療
保
険
者
か
ら
送
ら
れ
て

く
る
受
診
券
を
必
ず
持
っ
て
き
て
く

だ
さ
い
。

※
彦
根
市
で
は
、
18
歳
〜
39
歳
、
お

よ
び
75
歳
以
上
の
人
を
対
象
と
し

た
健
康
診
査
も
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、「
広
報
ひ
こ
ね
」
５

月
15
日
号
と
い
っ
し
ょ
に
配
布

し
た
、「
平
成
20
年
度
各
種
健（
検
）

診
の
日
程
の
ご
案
内
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
管
理
課
☎

24-

０
８
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

５
８
７
０
番
、

保
険
年
金
課
☎

30-

６
１
１
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

２
２
２
０
番
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日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【８月後半】

２０日㈬

２１日㈭

２２日㈮

２６日㈫

２７日㈬

２９日㈮

平 田 町 大 沢 高 岸 Ｂ 公 園
西 今 町 松 田 団 地
西 今 町 伊 庭 団 地
若 葉 小 学 校 東 門

稲 里 町 公 民 館
稲 枝 地 区 公 民 館
稲 　 枝 　 駅 　 前

千 鳥 ヶ 丘 会 館 横
岡 町 東 光 寺 前
平 田 町 明 照 寺 前

大 藪 町 農 業 倉 庫
下 後 三 条 説 教 場
中 藪 一 丁 目 白 山 神 社

新 海 町 公 民 館
田 附 町 公 民 館
本 庄 町 公 民 館

普 光 寺 町（ 東 ノ 辻 広 場 ）
彦 富 町 公 民 館
金 沢 町 公 民 館
港　 屋　 駐　 車　 場　 東

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００ 

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１３：１５
１４：００
１４：５０

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：１０
１４：００
１４：５０ 

１５日㈮
清 崎 町 浄 宗 寺
亀 山 ニ ュ ー タ ウ ン
日夏ニュータウン第２期集会所前

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１９日㈫
開 出 今 菅 原 神 社
蔵 の 町 団 地 中 央
開出今第２団地（市立病院前）

１３：２０
１４：１０
１５：００

図書館休館日

８月後半～９月前半

18日㈪、25日㈪、28日㈭
9月１日㈪、8日㈪

※臨時の収集については、早めにお申し込み

ください。（臨時の収集は、原則として毎

週火・金曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

８月後半～９月前半

18日

19日

20日

21日

22日

25日

26日

27日

28日

29日

1日

2日

3日

4日

5日

8日

9日

10日

1 1日

12日

日夏、亀山地区、稲枝（西）、肥田（西肥田を除く）、上稲葉、

下稲葉、本庄、普光寺、薩摩、金沢（金沢団地）、田附、新海、

南三ツ谷、甲崎、野良田

鳥居本地区、日夏、亀山地区、稲枝（東）、柳川、上西川、下西川、

上石寺、下石寺、稲里、肥田（西肥田）、稲部（稲部・東）

鳥居本地区、岡、西沼波（東部を除く）、東沼波、大堀、大橋、元岡、

沼波、日夏、亀山地区、肥田（西肥田）、金沢（林・中下・長江）

鳥居本地区、東沼波、大堀、錦（第２・３部）、河原一丁目、河

原二丁目、河原三丁目、日夏、亀山地区、稲部（稲部南）、金沢

（林・中下・長江）

鳥居本地区、河瀬地区、金田、上岡部、下岡部、彦富、稲部（稲部南）

鳥居本地区、古沢、松原（四ッ川を除く）、高宮地区、河瀬地区、

彦富

河瀬地区、高宮地区、亀山地区、彦富（笹田団地）

河瀬地区、高宮地区、亀山地区

河瀬地区、高宮地区

河瀬地区、高宮地区

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ッ川）、野田山、正法寺、

地蔵、原（原西団地）、西沼波（東部）、本町一丁目、本町二丁目、

本町三丁目、銀座、中央（第１・４部）、芹橋一丁目、芹橋二丁

目（河原二丁目の一部を含む）、三津

幸、芹、安清、外、里根、野田山、正法寺、地蔵、西今、平田（大

沢）、開出今 の町団地、八坂東団地、三津、海瀬

里根、外、戸賀、小泉、開出今 の町団地、八坂東団地、野瀬、

西今、三津、海瀬、

芹川、戸賀、小泉、山之脇、開出今、西今、三津屋

後三条（下）、芹川、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、八坂北、

開出今団地（第１・３部）、大 、開出今、西今、三津屋

中央（第２・３部）、立花、金亀、尾末、大 、城町一丁目、城

町二丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、開出今、甘呂、宇尾、

須越

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、元、船、旭、中 一丁目、

中 二丁目、中 、長曽根南、甘呂、宇尾、須越、八坂

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、佐和、大東、錦（第１部）、

和田、平田（大沢を除く）、甘呂、宇尾、須越、八坂

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、橋向、新、芹中、後三条（上）、

平田（大沢を除く）、甘呂、日夏、竹ケ鼻、八坂

平田（大沢を除く）、日夏、竹ケ鼻、亀山地区、稲枝（西）、服部、

稲部（稲部）、出路、田原

　２日㈫

　５日㈮

　９日㈫

１０日㈬

１２日㈮

１１日㈭

宮 田 町 山 田 神 社
ＪＡ東びわこ鳥居本支店駐車場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
Ｊ Ａ 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館

多 景 保 育 園 横
長 曽 根 町
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部

楡 公 民 館
昭 和 電 工 茂 賀 ハ イ ツ
ＷＡっとねす春日（旧広野会館）

Ｊ Ａ 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
ロ ー ソ ン 彦 根 外 町 店 駐 車 場

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００ 

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１３：２０
１４：１０
１５：００

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００ 

 
　３日㈬

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前

１３：２０
１４：１０
１５：００

　４日㈭
葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

１３：３０
１４：２０
１５：１０

巡回日程【９月前半】

9月前半

8月後半
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（
大
藪
町
）

（
高
宮
町
）

（
岡
町
）
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この「広報ひこね」は 48,000 部作成し、１部当たりの単価は 13 円（１円未満切り捨て）です。
ただし、原稿作成・編集などにかかる職員の人件費は含まれていません。
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　広島市と長崎市での原爆死没者のめい福と、世界の

恒久平和を願い、それぞれの家庭や職場、地域で原爆

が投下された時刻に黙とうをささげましょう。

原爆が投下された時刻

　広島市　８月６日　　８：１５

　長崎市　８月９日　１１：０２

人口と世帯数
　　　　　　平成 20年 7 月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　　（　）内は前月との比較

１１１,４１５人　（＋　６４）
５４,８３３人　（＋　３１）
５６,５８２人　（＋　３３）
４２,４６１世帯（＋　７２）

　彦根市は、世界の恒久平和を求

め、昭和58年10月１日に「核兵器

廃絶都市」を宣言しました。

　わが国は、世界で唯一の被爆国

です。被爆者の苦しみや原爆の恐

ろしさは、永久に語り継がなけれ

ばなりません。このような核兵器

による過ちが二度とくり返されな

いよう願い、また、市民一人ひと

りの心に平和の尊さをしっかり刻

んでいただくため、「ヒロシマ原爆

展」を開催します。多数ご来場く

ださい。

　今年は、市立図書館でも原爆に

関するビデオ上映などを行いま

す。こちらもぜひご覧ください。

協力　広島平和記念資料館

問い合わせ先　 総務課 30-61

　00、FAX22-1398

彦根市役所１階ロビー
　期間　8月1日 ～15日 　8：30～ 17：15

　展示内容

　●被爆現物資料

　●ビデオ上映

　●ヒロシマ・ナガサキ原爆写真ポスター

市立図書館開架室・第１集会室
　期間　8月1日 ～15日 　10：00～ 18：00

10：00～ 17：00、月

展示内容

　●サダコと折り鶴ポスター

　●ビデオ上映（8月3日㈰、同10日㈰のみ）

　

犬
上
川
の
高
宮
町
無
賃
橋
付
近
で

行
わ
れ
る
高
宮
納
涼
花
火
大
会
は
、

今
年
で
96
回
を
数
え
る
歴
史
あ
る
花

火
大
会
で
す
。
今
年
も
、
約
２
５
、
０

０
０
人
が
詰
め
か
け
、
打
ち
上
げ
花

火
や
ス
タ
ー
マ
イ
ン
な
ど
、
夜
空
を

彩
る
約
１
、５
０
０
発
の
花
火
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
花
火
大
会
の
翌
日
に
は
、
彦

根
中
学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
や
、
地

域
の
皆
さ
ん
が
、
会
場
周
辺
の
清
掃

を
行
い
ま
し
た
。
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